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35　　二 重濾過式血漿交換療法の 凝固機能に与える影響

札幌社会保険総合病院 腎 臓内科

名和伴恭 、 佐藤 恵 、 安田卓二

【目的 】二 重濾過式血漿交換 （DFPP ＞は高分子 量の 蛋 白分画 を除去 し 、 アル ブミン を主 成分 とする蛋 白

製剤を補充する方法 で行 われることが 多い が、この 方法 は同 時に フ ィブリノ
ーゲン をは じめとする凝固因

子 の喪失をもたらす 。 DFPP が凝 固機 能に与 える影響 を検討する目的で 施行 中にお ける凝固 因子 を経時

的に測定した の で、結果 に考察を加 え報告 す る。

【方法】3 症例、計 9 回 の DFPP にお い て血漿交換開始 時 、1？処理 後、2？処 理後、終 了時の それぞれに

プロ トロ ン ビ ン 時間、血中フ ィブ リノ
ー

ゲン 、対照として IgG、　IgM を測定、参考として全血算、血 中総蛋 白、
ア ル ブミン 、活性化部分トロ ン ボプラス チ ン 時間を測定した。

【結果】プ ロ トロ ン ビ ン 時間 、血 中フ ィブリノ
ー

ゲン は処 理量 に比例して 経時的減少を示し、処理 量 との 問

にお い てそれ ぞ れ相関係数 0．894、0．923 の 相関を得られた
。
こ の 両者 の 減少率 の 間にも 0，980 の 相関が

認め られ 、同時 に 1．24 の 回帰係数を得られた。さらに対照とした IgG
、
　IgM とフィブリノ

ーゲン の 除去 率に

お い て 0．988、0．985 の 非 常に高い 相 関が認 められ た 。

【結論 】DFPP における凝固機 能 の 低 下は 経時的で 高分子 蛋 白の 除去と強く相関して お り、主とし て 凝固

因子の 除去 によっ てもたらされることが示唆され る。 また 、 プロ トロ ン ビ ン 時間の延長 が示 す凝固活性 の低

下は主 として フ ィブリノ
ー

ゲン の 除去 に よる可能性が 示唆され る。

36　　単純血漿交換施行 時の 臨床検査値の 変化

近 畿大学医学部堺病院 血 液浄化部
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【目的】単純 血漿交換施行時 に置換液として 新鮮凍結血漿を用 い 、臨床 検査値がど の ように変動するの

か を経時的 に観 察し、血 液透析併用の 効果 に つ い て検討し た
。

【方法 】プ ラズ マ フ ロ
ーOP −05W に より血 漿分離を行 い 、置換 液に新鮮 凍結 血漿 を使用 し単純 血漿交換

を施行した
。 血漿処理 量は 50ml／kg、血 液流量 80ml／min 、濾過流量 20ml／min とし、単純血漿交換開始

前 、0．6L 処理 後、1．2L 処理後、1．8L 処理 後 、
2．4L 処理 後 、 単純血漿交換終 了後 の 各点に つ い て臨床検

査 値 の 測定 を行 っ た。また、血 液透析併用時に は、FB −90U をダイアライザー
として使 用 し 、 透析 液流 量

は 500ml／min とした。

【結果 】ア ル ブミン 値 は単純血 漿交換開始前 が低値で あっ たため上昇 した。
一

方、ヘ マ トクリッ ト値 は体外

循環回路 内に充填され た生理 食塩水が体内に入ることにより低下した。イオ ン化カ ル シ ウム 値は 、新鮮凍

結血漿 中に含まれて い るクエ ン酸の 影響 により経時的に低 下した。しか し、補正 カル シ ウム 値の 低下は認

め られず 、不変もしくは上 昇した。血液透析 を併用した場合 には、イオ ン化カ ル シウム値の 低 下は観察さ

れなか っ た。

【考察 】単純血 漿交換の 置換液とし て新鮮凍結 血漿を使 用する場合 には 、体外循環 容量が増加 は する

が、副作用 の 軽 減 の ため に クエ ン 酸 の 除去 、電解質の 補正 を 目的として 血 液透析を併用 する必 要性 が あ

るの で はない か と思われた。

一 126 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


